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市で見られるヒートアイランド発現時の代表的な気温の鉛直分布が出現しているとみてよい。
　次に両三のNOx濃度の高度分布を見ると，接地逆転のあるヒートアイランドの外側ではNOx
濃度は，地上高度と共に減少して行っているのに対して，接地逆転がなく上空に逆転のあるヒー
トアイランドの内側では，ちょうどその逆転層の高さの付近でNOx濃度の最大値が，地上での
値の10倍もの大きさで出現しているのが分かる。
　このような現象が起こる理由についてはまだ明かでないが，このようなNOxの高濃度層が上
空に存在することは，合後の都市汚染の問題を考えるときに重要な要素となるであろう。
　最後に係留ゾンデシステムに便宜を計らって頂いた京都大学原子炉実験所水量満郎氏，NOx分
析計を無償で提供して頂いた株式会社堀場製作藤にそれぞれ謝意を表したい。夜間観測に際して
強力なチームワークを示した教育学部物理第二研究室の日枝隆司，末永明博をはじめとする歴代
の院生，学生諸君の熱心な協力なしにはこの研究は遂行出来なかった。また，この研究に必要な
経費の一部は平成2年度岡山大学教育研究特別経費によった。
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